
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【減災・未来カフェ 2022 地域防災活動の到達点と未来】 

日 時:  令和 4年 1月 17日（月）9：30～11：00 

受講者数: 47名（対面 16名、オンライン 21名、メディア 1名、関係者 9名） 

会 場：  兵庫県立大学神戸防災キャンパス大教室 

講 師:  室崎益輝先生（減災復興政策研究科 研究科長・教授） 

 

 阪神・淡路大震災が発生してから 27年を迎える本日 1月 17日に、「地域防災活動の到達点と未来」を

テーマに、サイエンス・カフェ形式で室崎益輝先生との対話を通して、これまでの地域コミュニティや

防災活動の変遷や未来について考えました。新型コロナウイルス感染症対策として、対面・オンライン

を併用したハイブリット開催で、活発な意見交換が行われました。 

 前半では、講師の室崎先生より、地域防災活動の歴史や現在の状況について、地域コミュニティの取

組や機能、災害の進化と地域防災活動の変遷とともに話題提供がありました。 

 地域コミュニティは、歴史的な背景や産業や地域性に大きく影響を受けながら、変遷を辿ってきてい

ます。一方で、地域防災計画の策定や活動も、災害の進化、法制度の改正、住民の意識の変化に伴い、

変化しています。阪神・淡路大震災が契機となり、更なる変化を遂げました。 

 阪神・淡路大震災以降の地域防災活動の到達点としては、量・質ともに着実に前進してきたと言えま

すが、その一方でまだ課題も残っています。具体的には、活動の地域格差、災害の進化、現在の防災教

育のあり方が適切であったのかの検証などが挙げられます。地域防災を、町内会、小学校区、市町村な

どの異なる地域単位のなかで、多様なコニュニティが横断的で包括的な取組を行い、社会の基盤を確立

していくことが未来に向けて必要であると、最後に述べられました。 

 

 後半では、参加者との意見交換が行われました。 

「女性・若者など防災活動への参加が積極的でない人々の関わりの現状や推進に向けた取組は？」、「災

害前の社会で活動している団体と災害後に活動する団体の連携のあり方として、協働していくことはで

きるのか？」、「コニュニティを中心的に運営している人々の高齢化が進み、活動の弱体化がある現状に

対し、若者をどうやって巻き込んでいけばよいか？」「コミュニティの中に存在しているトップダウン

的な雰囲気を変え、女性や若者の力を取り込むことが必要ではないか」「地域社会や近隣住民と交流が

乏しい人が増え、防災活動との疎遠化を社会や住宅が生みだしているのはないか」との質問・コメント

があり、未来の地域防災活動の参考となる示唆が共有されました。 



 

 

 



 

 

 

 


